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～2000年／

社会貢献活動

・フィランソロピー、慈善事業

・社員ボランティア

・寄付

2000年～

CSRの本格化

・社会的責任

・地域社会とのつながり

（対ステークホルダー）

●次世代育成

2015年～

SDGsのスタート

CSVの本格化
・戦略的CSR(全社活動)

・社会価値と企業価値の創造

・企業ブランディング

・非財務情報の強化

●社会課題解決

2018年～

ESGのさらなる拡大

・社会的側面(Social)での活動領域

・本業と一体的な社会活動

・SDGsにひもづく企業活動

・社会的インパクト

●人材戦略

教育CSV

教育CSR
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企業の教育支援への取組みの変遷

教育HR戦略

社会貢献



企業の教育支援の方向性
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＜教育支援スタイルの多様化＞

●出張授業型（オンライン型への対応）

●教材提供型
●家庭学習との連携型
●教員研修型 等

＜新学習指導要領への対応＞

●教科連携
●資質・能力の育成
●自己の考えを引き出す
●GIGAスクール構想現状

①企業活動と学校ニーズの接点を分析する （学校ニーズとのミスマッチが課題）
②教育現場の実態を認識・理解をする （担当レベルから経営レベルまで）

教育現場の現状理解が不可欠
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企業の教育支援の実態と事例

教科の
学習指導要領と連動

資質・能力
（学習場面の設定）

自己の考え
を導き出す

②
教材提供型

①
出張授業型

（対面・オンライン）

③
家庭学習との

連携型

④
教員研修型

株式会社ダスキン

関連教科 家庭科・特活

資質能力 計画力
段取り力
掃除の基礎知識

テーマ 子どもたちの力
を伸す学校掃除

対象 小・中学校教員

時数 １日コース
半日コース

武田薬品工業株式会社

関連教科 保健体育

資質能力 実践力

テーマ 健康・
生活習慣

対象 小学５/６年生

時数 全2時間
家庭学習
（１週間チャ
レンジ）

サントリーホールディングス㈱

関連教科 社会・総合

資質能力 当事者意識の
醸成

テーマ 環境（森林・
水）水循環

対象 小学校４年生

時数 全2時間
教員１時間
講師１時間
家庭学習

UCCホールディングス㈱

関連教科 地理・総合

資質能力 多面的・多角
的に物事をと
らえる力

テーマ アフリカ州
コーヒー農園

対象 中学・高校生

時数 35分～
モジュール
形式



企業の教育支援活動 展開例

理科 社会科 生活/特別活動 総合的な学習の時間 技術・家庭 道徳 保体国語図工

小
学
校

中
学
校

高
校

教
員
研
修

校種

学年 単元

教科 学習目的

時間学習

学校のニーズに応じた支援が重要



新学習指導要領 前文に

「持続可能な社会の創り手」
を育成することが明記された

SDGsに関する学校現場の動向

教科書の中にも小学校段階から
「SDGｓ」がとりあげられる

6

企業が取組むSDGｓの教育現場における親和性
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CSV×SDGｓテーマの教育連携事例 ①

サステナビリティ

ビジョン
特に世界各地域の水課題の
解決に貢献する取組による

SDGs貢献

グローバル＆
グローカル

ブランディング戦略

2017年 水理念
１．水循環を知る
２．水を大切に使う
３．水源を守る

４．地域社会と共に取組む

＜水理念＞×＜サステナビリティ・ビジョン＞とリンクさせながら
SDGｓ達成にむけたグローバルな次世代育成プロジェクトとして展開

達成をけん引するグローバル企業として
次世代育成と世界での
ブランディングの向上を

地域コミュニティ支援とともに
同時に実現

次世代環境教育
「水育」を核にした

次世代育成

水とともに生きる
未来を担う次世代を育成する

水育
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本業において実施している ＜CSV＞×＜サステナブルビジョン＞の取組
である 生産国農園の支援を題材に教材化

CSV×SDGｓテーマの教育連携事例 ②



教育支援 から 教育連携
学校での学習 から 社会でも学習

パラダイムシフト から トランスフォーメーション
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産業界・教育界の関わりのこれから

（次世代

【学校】
持続可能な

社会の創り手育成
（次世代育成）

【企業】
ESG経営による

次世代活躍の場づくり
（ブランディング）

社会に
開かれた学び
＜生涯学習>

効果的な連携への変革で実現する

学びと社会の未来創造


